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企業の情報資産活用を推進する
IBMのインフォメーション・オンデマンド戦略
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Sources: IBM Attributes & Capabilities Study, 2005; Client Interviews 2004; IBM CFO Study, 2006

5X More Value
情報の有効な活用によって
組織は5倍以上の価値を生
み出すことができる。

60%+
CEOの60%以上が

“より優れた仕事をするためには
情報活用が欠かせない”と語る。

インフォメーション・オンデマンドによる次世代情報活用

オンデマンドに情報が
提供される 環境

Rich Standards,
Flexible Architecture

70%
人々の時間の70% が必要
な情報を見つけ出すことに
費やされている。
（情報を”使う“ことに30%しか当てら
れない）

ばらばらに構築されたシステム
に存在する“情報のサイロ”

業務ごとに縦割りに分断された情報に対して、柔軟かつ必要なタイミング
でアクセスできるインフォメーション・オンデマンド環境

Information On Demand
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従来の業務

LEGACY SOURCES

OPERATIONAL APPLICATIONS AND USERS
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課題を解決するインフォメーション・オンデマンド（IOD）の全体像

Performance
Management 

業界モデル

InfoSphere InfoSphere 
WarehouseWarehouse

データ・ウェアハウス

OLAP

データマート

Business Glossary

Information Analyzer

FastTrack

Information Information 
ServerServer

情報統合

InfoSphereInfoSphere
MDMMDM

ServerServer

マスターデータ

業務系、基幹系 情報系

・Banking Data Warehouse
・Insurance Information Warehouse
・Financial Market Data Warehouse
・Telecommunication Data Warehouse
・Retail Data Warehouse
・Health Plan Data Warehouse
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戦略的なポートフォリオ拡大によるIODの実現

and more…

2005

2007

2006

IOD 
外向け発表

DB2 Viper

FileNet
統合

Ascential,
Trigo, DWL, 

SRD, Venetica, 
iPhrase…

統合

Princeton
統合

DataMirror
統合Information Server

Dynamic Warehousing
FileNet P8

Unicorn
統合

pureXML

Data Studio
IMS 10

IDS 11

2008Solid
統合

Cognos
統合

LAS
統合

InfoSphere MDM Server
InfoSphere Warehouse

エンド・ツー・エンド・ソリューションを提供
エンタープライズ・データ管理

エンタープライズ・コンテンツ管理
情報統合、ウェアハウジング&マスターデータ管理
ビジネス・インテリジェンス&パフォーマンス管理

2009

InfoSphere Information Server for System z
（日本語版）
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Information On Demandをお勧めする理由

【統合製品としての、End to Endでの連携・一貫性】 ： “寄せ集めではない！”
• IBMは自社製品と買収により獲得した技術・製品を5年以上の歳月をかけて、一つの製品として統合しました。
• 単なるSuite製品群ではなく、メタ・データ・リポジトリーや並列処理機能など共通基盤技術の上に各種機能が実

装されています。
• お客様にとっての価値は、製品統合のプロジェクト・リスクを軽減できるだけでなく、開発段階でデータモデルや

設計情報をメタデータとして上流設計から下流構築まで共有化できることにより開発生産性を高め、フェーズ間
での情報伝達エラーをなくすことによる品質向上を実現できます。
また、運用・利用段階においても、例えばレポート上の異常値が出た場合に、データソースまで辿っていき原因
を特定できる、逆にデータベースの数値、構造などが変更された場合にユーザー側に与える影響を判別する、
等が可能になります。

【単体製品・セグメント毎でも、リーダーの実力】
• Gartner, Forresterなど国内外の有力コンサルティング会社から、全ての分野でリーダーと評価されています。

ETLツールとして、旧アセンシャルソフトウエア時代から一貫してDataStageはトップシェアを誇っています。
DB2をベースにデータウエアハウス専用製品として進化したInfoSphere Warehouseは、データウエアハ
ウスの公式ベンチマークの最大規模テスト、TPC-H 10TBにおいて、長年にわたりトップの地位を保持して

います。

Models Cleansing ETL MDM Data 
Warehouse BI
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データ統合基盤構築における課題と要件

データ抽出、加工を行うアプリケーションの開発生産
性が低い。保守時、リリースまでに時間がかかる。

データ抽出、加工作業が属人化しているため、担当
者が異動すると処理内容が分からなくなる。

現行システムのデータ構造やデータの分布が把握で
きていない。把握しようとすると膨大な工数がかかる。

データベース保守時のレポートやマート、バッチジョブ
への影響範囲が把握できていない。

レポートで集計された数値の妥当性や信憑性を確認
できない。

システム毎にデータ項目の定義が異なる。

用語辞書が整備されておらず、部門ごとに異なった
意味で使われている。システム開発や運用も非効率。

基幹システムから鮮度の高いデータが抽出できない。

顧客情報の名寄せ品質が低い。また、名寄せ作業を
人海戦術で行っているため工数がかかる。

類似のファイルやテーブルが多数ある。

ER図作成が紙ベースで行われており、システム開発
で十分に活用できていない。

現状の課題

⑧データ項目の一
元管理

⑨データ来歴、影
響範囲の把握

⑥変更差分データ
の抽出、更新

⑦異種データの仮
想統合

⑤高精度な名寄
せ処理

④開発生産性、処
理性能が高い開
発・実行基盤

③ツールによる
データ・モデリング

①データ項目、内
容調査の簡便化

②用語活用基盤

期待される要件 メリット局面

調
査

要
件
定
義

設
計

構
築

開
発

テ
ス
ト

保
守

運
用

データの事前調査により、マイグ
レーションや本番システムへの
データ移行時リスクを削減。

業務／IT担当者間の意思疎通を
円滑化し開発作業を効率化する
だけでなく、ガバナンスも強化。

データベースの品質やパフォーマ
ンスの向上。後工程の開発作業
の効率化。

アプリケーション開発、メンテナン
ス・コストの削減と期間の短縮に
よるビジネスの迅速化。将来の拡
張要求への柔軟な対応。

高いデータ品質実現による顧客
満足度の向上。

迅速で正確な意思決定、判断が
可能に。

データの重複保持削減によるシ
ステムの簡素化。

異常データ検知時の調査効率を
向上と改修時対応の迅速化と品
質向上。

開発生産性の向上とガバナンス
強化。
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Information Server for System zの特徴①
データ項目、内容調査の簡便化

• データ調査（プロファイリング）機能を提供するInformation Analyzerにて、人海

戦術で行われる現行システムのデータ調査プロセスやレポート作成を自動化し
工数を削減できます。

• データ調査（プロファイリング）機能を提供するInformation Analyzerにて、人海

戦術で行われる現行システムのデータ調査プロセスやレポート作成を自動化し
工数を削減できます。

頻度分析

属性、桁数、Nullなど

プロパティ分析

レポート機能
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Information Server for System zの特徴②
用語活用基盤

• Business Glossaryにて、データ項目や用語管理をGUI環境にて実現し、開発

作業の効率化、ガバナンス強化を実現します。
• Cognosや他のデスクトップ・ツールから用語集の呼び出しが可能です。

• Business Glossaryにて、データ項目や用語管理をGUI環境にて実現し、開発

作業の効率化、ガバナンス強化を実現します。
• Cognosや他のデスクトップ・ツールから用語集の呼び出しが可能です。

Webベースの業務用語管理基盤
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Information Server for System zの特徴③
ツールによるデータ・モデリング

• Data Architectにて、GUI環境でデータベースの論理／物理設計を行うことがで

きます。
• 生成された物理データモデルは、Information Serverの統合レポジトリーに格

納することにより、他の機能でも利用が可能です。

• Data Architectにて、GUI環境でデータベースの論理／物理設計を行うことがで

きます。
• 生成された物理データモデルは、Information Serverの統合レポジトリーに格

納することにより、他の機能でも利用が可能です。
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Information Server for System zの特徴④
開発生産性、処理性能が高い開発・実行基盤

• ETL（抽出、変換、ロード）機能を提供するDataStageにて、COBOL等で開発し
ていたデータ加工のバッチ処理をGUI環境にて実現できます。

• 開発生産性を劇的に向上させ、開発期間・コストを削減し、ビジネスへの迅速な
対応が可能になります。

• ETL（抽出、変換、ロード）機能を提供するDataStageにて、COBOL等で開発し
ていたデータ加工のバッチ処理をGUI環境にて実現できます。

• 開発生産性を劇的に向上させ、開発期間・コストを削減し、ビジネスへの迅速な
対応が可能になります。
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Information Server for System zの特徴④
開発生産性、処理性能が高い開発・実行基盤

基幹ｼｽﾃﾑ
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Oracle

File

DB2

再調査

【ＥＴＬを使う場合のプロセス】

ＥＴＬ機能

基幹ｼｽﾃﾑ
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出
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統合DB/DWH

Oracle

File

DB2

再調査

【ＥＴＬを使わない場合のプロセス】

再調査

• ETL機能は、統合データベースやDWH構築において最も手間のかかるフェーズとなる 基
幹システムからの「データ抽出（Extract）」、「データ加工（Transform）」、ターゲットのデー
タソースへの 「データロード（Loading）」 のプロセスを簡素化します。

• ETLの導入によりDBやファイル間のデータ移送、集約を短期間で実施可能となります。

• ETL機能は、統合データベースやDWH構築において最も手間のかかるフェーズとなる 基
幹システムからの「データ抽出（Extract）」、「データ加工（Transform）」、ターゲットのデー
タソースへの 「データロード（Loading）」 のプロセスを簡素化します。

• ETLの導入によりDBやファイル間のデータ移送、集約を短期間で実施可能となります。
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ご参考：他社様プロジェクトにおける手組みとの開発工数比較

Java
概算工数

（1処理あたり）

Java
概算工数
（全処理）

DataStage
実績工数

（1処理あたり）

DataStage
実績工数
（全処理）

処理1（難易度：SL） 23 0.56 12.9 0.40 9.2

処理2（難易度：L） 16 1.14 18.2 0.55 8.8

処理3（難易度：M） 9 2.86 25.8 0.85 7.65

処理4（難易度：H） 3 5.31 15.9 1.05 3.15

51 - 72.8 - 28.8

ETL（DataStage）

処理難易度
実開発
処理数

ハンドコーディング（Java）

ETLが約2.5倍の開発効率性
COBOLとの比較でも開発工数が約7割削減

（単位：人月）

• 作成した全51処理のうち難易度の異なる4つの処理をサンプリングし、設計書からファイル
数、項目数、処理難易度に基づきJavaでの開発工数を算出し、ETL（DataStage）による

実際の開発工数との比較しました。
• 当該プロジェクトにおけるDataStageの開発量は中規模であり、より大規模な開発になれ

ばさらに効率性が高くなる可能性があります。

• 作成した全51処理のうち難易度の異なる4つの処理をサンプリングし、設計書からファイル
数、項目数、処理難易度に基づきJavaでの開発工数を算出し、ETL（DataStage）による

実際の開発工数との比較しました。
• 当該プロジェクトにおけるDataStageの開発量は中規模であり、より大規模な開発になれ

ばさらに効率性が高くなる可能性があります。

※上記の開発工数比較はあくまでも一例であり、必ずしも同様の結果にならない場合があります。
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Windows / UNIX環境

Information Server for System zの特徴④
開発生産性、処理性能が高い開発・実行基盤

z/OS区画 z/Linux区画

DWH DB2

OLTP DB2

Information
Server

DataStage & 
QualityStage

抽出

ロード

H
iper

Sockets

• Hiper Sockets機能を活用し、ネットワークを介さずDB2 for z/OSとDataStage
間のデータ抽出、ロード性能を向上させることができます。

• Hiper Sockets機能を活用し、ネットワークを介さずDB2 for z/OSとDataStage
間のデータ抽出、ロード性能を向上させることができます。

低速なネットワークを介さず
データ抽出／ロード処理を実現

System z

Data Mart 
DB2

ロード

Oracle

Data Mart 
DB2

SQL Server

抽出
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Information Server for System zの特徴④
開発生産性、処理性能が高い開発・実行基盤

• BatchPipes機能を活用し、DataStageのFTP機能で受信したデータを高速に

データロードすることが可能です。

• BatchPipes機能を活用し、DataStageのFTP機能で受信したデータを高速に

データロードすることが可能です。

z/OS区画 z/Linux区画

DB2 for z/OS

Information Server

DataStage & QualityStage
ジョブ

Batch
Pipes FTP

CALL

DSNUTILS
→ロード

System z

ファイルの受信途中からDB2へ
のデータロードが可能

FTPステージ
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Information Server for System zの特徴⑤
高精度な名寄せ処理

• QualityStageにて、ハンドコーディングで開発していた名寄せ処理をGUI環境にて実現で

きます。
• 日本語表記に対応したルールセットによる標準化、独自のスコアリング方式により、名寄せ

の精度を高めることが可能です。

• QualityStageにて、ハンドコーディングで開発していた名寄せ処理をGUI環境にて実現で

きます。
• 日本語表記に対応したルールセットによる標準化、独自のスコアリング方式により、名寄せ

の精度を高めることが可能です。

都
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都
道
府
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タ
イ
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町
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千葉

千葉

県

県

浦安

浦安

浦安

市

市

市

富士見

富士見

富士見

４

４

４

１１

１１

１１

８

８

８

丁目

丁目 番 号 サザンコート

サザンコート

Ａ

Ａ

Ａ

棟

棟

４０２

４０２

４０２

入力データの例

ルールセットを使用したデータの標準化ルールセットを使用したデータの標準化

千葉 県

丁目

各データ要素に意味付けをし、表記を統一化

浦安市富士見４丁目１１－８－Ａ４０２
千葉県浦安市富士見４丁目１１番８号 サザンコートＡ棟４０２

千葉県浦安市富士見４－１１－８－４０２サザンコートＡ棟
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Information Server for System zの特徴⑤
高精度な名寄せ処理

千葉 県 浦安 市 富士見

富士見

４

４

１１

１１

８

８

丁目 番 号 サザンコート

サザンコート

Ａ 棟 ４０２

４０２

鈴木 謙一

鈴木 謙一

+5       +2 +5  +4    +5          +7              +11                      +15      =  +54

スコア
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ペ
ア

の
数

アンマッチ

マッチ

分布によって適切なマッチ/アンマッチのカットオフ水

準を判別することで精度の高いマッチングを実現

データのマッチングデータのマッチング

グレーゾーンの設定も可能

ルールに基き、フィールドごとにスコアを付与

■信頼性の高いフィールドは大きなスコア

例： 会員番号（キーとなりえる）

■信頼性の低いフィールドは小さなスコア

例： 性別コード（男性、女性、その他）

■頻繁に出現する単語は小さいスコア

例： 姓 が “鈴木”

■出現する確率の少ない単語は大きいスコア

例： 建物名が “渋谷マークシティビル”

確率理論に基づき同一のデータを識別
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Information Server for System zの特徴⑥
変更差分データの抽出、更新

• Replication Server、Change Data Captureにて、ホスト上のデータソースか

らのデータ抽出、分散系システム上のデータ・ターゲットへのデータ・ロードを容
易に実現できます。

• Replication Server、Change Data Captureにて、ホスト上のデータソースか

らのデータ抽出、分散系システム上のデータ・ターゲットへのデータ・ロードを容
易に実現できます。

z/OS区画 z/Linux区画

IMS / VSAM

System z

DB2 for z/OS

DB2 for LUW
Classic Replication 

Server

Replication Server

Change Data Capture Oracle
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Information Server for System zの特徴⑦
異種データの仮想統合

• Classic Federation Serverとの接続機能を標準で提供し、IMS等の現行資産

を容易に活用できます。

• Classic Federation Serverとの接続機能を標準で提供し、IMS等の現行資産

を容易に活用できます。

z/OS区画 z/Linux区画

DB2 for z/OS

Information Server

DataStage & QualityStage
ジョブ

Classic Federationステージ

System z

IMS

Classic 
Federation 

Server

DB2ステージ

SQLアクセス
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Information Server for System zの特徴⑦
異種データの仮想統合

• Federation Serverにて、データのコピーを作成せずに複数データベースへの一

元アクセスが可能です。
• 鮮度の高いデータへのリアルタイム・アクセスが実現できます。

• Federation Serverにて、データのコピーを作成せずに複数データベースへの一

元アクセスが可能です。
• 鮮度の高いデータへのリアルタイム・アクセスが実現できます。

仮想単一仮想単一DBDB

MS SQL・ラッパー

エンジン部エンジン部

クエリー・書換えクエリー・書換え

最適化処理最適化処理

分散クエリー分散クエリー

一時スペース一時スペース カタログカタログ

SQLSQL

SQL Client

テキスト
ファイル

テキスト
ファイル

NET8ラッパー
OracleOracle

Webサービスラッパー

MQインタフェース

DB2/LUWDB2/LUW

Informix・ラッパー Informix Connect InformixInformix

XqueryXquery
（予定）（予定）

WebWeb
サービスサービス

DB2/zOS,iSeriesDB2/zOS,iSeriesDRDA・ラッパー

SQL ServerSQL Server

<XML>

text

<XML>XML

WebサービスMQ

WBIラッパー

XML・ラッパー

表構造ファイル・ラッパー

ユ
ー
ザ
ー
／
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

DB2ランタイム
クライアント DB2Connect

Oracle Net
Net 8

アプリケーショ
ン

IMSIMS
ODBCラッパー

Classic 
Federation

ODBC

Classic
Federation

※

※LUW：Linux / Unix / Windows
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Information Server for System zの特徴⑧
データ来歴、影響範囲の把握

• Metadata Workbenchにて、データの生成元へのデータ項目や処理のトレース、

改修時のインパクトを容易に把握できます。
• Cognosのレポート項目の調査も可能です。

• Metadata Workbenchにて、データの生成元へのデータ項目や処理のトレース、

改修時のインパクトを容易に把握できます。
• Cognosのレポート項目の調査も可能です。

定型レポートからのトレース
非定型レポートからのトレース

Webクライアントから
データの来歴を閲覧
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Information Server for System zの特徴⑨
データ項目の一元管理

IBM InfoSphere Information Server

SOURCE SYSTEMS

DATAMARTS

DATA INTEGRATION

WAREHOUSE

OLAP

REPORTS

METADATA SERVER

Data Architect
(EME)

Information 
Analyzer

Business 
Glossary

DataStage/
FastTrack

QualityStage

Metadata Server
共通レポジトリー

Metadata
Workbench

BGA

調査・分析論理モデル
定義

変換・加工

ｸﾚﾝｼﾞﾝｸﾞ
（名寄せ）

ビジネス
用語管理

メタデータ
分析

データ・モデリング
レポート作成

Cognos 8 BI
Framework Manager

Report Authoring
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Information Server活用イメージ
5.

ジョブ作成
/実行

BI開発者

BIツールにて
レポート作成

新DB
論理ﾓﾃﾞﾙ作成

新DB
物理ﾓﾃﾞﾙ作成

ﾀｰｹﾞｯﾄﾃｰﾌﾞﾙ
DDL生成

用語ﾓﾃﾞﾙ取得
（BGより
ｲﾝﾎﾟｰﾄ）

DBアーキテクト

ビジネス用語
の登録
（手入力 or 

XML取込）

データ管理者

新規物理ﾓﾃﾞﾙ
取得（RDAよりｲ

ﾝﾎﾟｰﾄ）

ビジネス用語、
テクニカル

メタデータのマップ

データ管理者

0.
現状ソース
システム

調査・分析

3.
業務用語
マッピング

2.
データモデ

ル作成

6.
レポート作

成

7.
運用/

メンテナンス

1.
業務（ビジネ
ス）用語整備

ビジネスユーザ

データ分析

担当者

既存業務
分析

カラム分析

テーブル間
分析

キー分析

ビジネス用語
洗練作業

用語洗練
（ビジネスユーザ）

Fast Trackで
JOB自動生成

開発者

メタデータ取
込／生成

データ管理者

MDWB設定

ﾌﾚ-ﾑﾜｰｸ定義
体をMDSに

取り込む

BGA設定
（コグノス画面
から用語辞書
をﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ）

・影響度分析
・ﾘﾈｰｼﾞｭ分析

4.
新DB作成

開発者

テーブル
新規作成

JOB実行

ﾃﾞｰﾀﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ
(Framework
Manager)

metadata server（MDS）共通レポジトリー

用語ﾓﾃﾞﾙ
登録

用語ﾓﾃﾞﾙ
MDS⇒RDA

物理ﾓﾃﾞﾙ
RDA⇒MDS

物理ﾓﾃﾞﾙ
MDS⇒DS

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ定義
Cognos⇒MDS

ｿｰｽ分析
結果/ﾒﾓ

Business Glossary
Information Analyzer
Data Architect
DataStage/QualityStage/FastTrack

InfoSphere Warehouse

MDS / MDWB
Cognos
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IOD戦略に基づくSystem zの活用例

z/OS Linux

データ抽出
変換/計算/マージ
組み込み関数

（400以上）
ロード
高速並列処理
GUI開発

-高開発生産性
メタデータ管理
JOB連携

-他ツール連携

DB2

VSAM

IMS

DB2

VSAM

帳票

Linuxz/OS

H
ipper  S

ockets Linux

DB2

他DBサーバー統合

Oracle10g

論理区画 論理区画 論理区画 論理区画 論理区画

業務レポート

多次元分析

自由検索

ダッシュボード
BIポータル化

C
o
g
n
o
s 

F
ra

m
e
w

o
rk

 M
a
n
a
g
e
r 

に
よ

る
統

合
モ

デ
リ

ン
グ

ホスト管理データ/  ホスト管理データ

ホストオペレーショナル・データ/  リアルデータ

ハ
イ

パ
ー

ソ
ケ

ッ
ト

ハ
イ

パ
ー

ソ
ケ

ッ
ト

ハ
イ

パ
ー

ソ
ケ

ッ
ト

ブラウザー
CP/zIIP IFL: Linux専用CPU(低価格）

LinuxLinuxzOSzOS

CPU(IFL)資源共有(日中・夜間）

夜間処理 日中処理

分散IT管理（Job/Bkup/監視）

高速基幹連携
System ZSystem Z
ValueValue
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• お客様の課題とインフォメーション・オンデマンド戦略

• InfoSphere Information Server for System zの特徴

• 構成イメージ、サポート・インターフェース

• 実績、事例、適用領域
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Information Server構成イメージ

DB2（共通レポジトリー層）

WAS（サービス層）

Information Serverｻｰﾊﾞｰ･ﾓｼﾞｭｰﾙ
（DS / QS / IA / BG / FT / MDWB）

サーバー・モジュール

OS（RHEL、SuSE）

HW（System z）クライアント・モジュール

OS
（Windows）

Information Server
ｸﾗｲｱﾝﾄ･ﾓｼﾞｭｰﾙ

（デザイナー、Webコ
ンソール他）

• Information Serverは、Windows PCに導入するクライアント・モジュールと、サーバー上
に導入するサーバー・モジュール、実行基盤となるWebSphere Application Server
（WAS）、DB2にて構成されています。 （WASとDB2はバンドルされています）

• サーバー・モジュールは、1台のサーバーにすべてのモジュールを導入することができます。
また、共通レポジトリー層のDB2とサービス層のWASも同一サーバーに導入することもで

きますし、別のサーバー上に導入することも可能です。

• Information Serverは、Windows PCに導入するクライアント・モジュールと、サーバー上
に導入するサーバー・モジュール、実行基盤となるWebSphere Application Server
（WAS）、DB2にて構成されています。 （WASとDB2はバンドルされています）

• サーバー・モジュールは、1台のサーバーにすべてのモジュールを導入することができます。
また、共通レポジトリー層のDB2とサービス層のWASも同一サーバーに導入することもで

きますし、別のサーバー上に導入することも可能です。

データベース

ファイル

データベース

データ・ソース／ターゲット
（読み込み元、書き込み先）

D
B

ｸ
ﾗ
ｲ
ｱ

ﾝ
ﾄ
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サポート対象のインターフェース（抜粋）

カテゴリー 製品名称 サポートバージョン

IBM DB2 7.1 / 7.2 / 8.1 / 8.2 / 9.1 / 9.5
Informix Dynamic Server 7.x / 8.2-5 / 9.2 / 9.3 / 9.4
Redbrick 5.0.5+ / 6.5
Oracle Database 8.1.5 / 8.1.6 / 8.1.7 / 9.0.1 / 9.2 / 10g / 10gR2 / 

11g
Microsoft SQL Server 7.0 / 2000 / 2005
Sybase ASE: 12.5 / 12.5.1 / 12.5.2

IQ: 12.5 / 12.6 / 12.7
Teradata v2r4.1, v2r5.02, v2r5.1, v2r6, v2r6.1, v2r6.2

Oracle Applications 11.5.10 and 11.5.11、12.0

SAP R/3 R/3 4.6C, 4.7 and mySAP Business Suite (ECC 
5.0, ECC 6.0)

SAP BW BW 3.0b, 3.1 and 3.5, BI 7.0

メッセージング WebSphere MQ 5.3 / 6.0

アプリケーション

RDBMS

• 多様なデータベースやアプリケーション・パッケージ、ファイル等からノン・プログ
ラミングでデータ読み取りと更新が可能です。

• 多様なデータベースやアプリケーション・パッケージ、ファイル等からノン・プログ
ラミングでデータ読み取りと更新が可能です。
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• お客様の課題とインフォメーション・オンデマンド戦略

• InfoSphere Information Server for System zの特徴

• 構成イメージ、サポート・インターフェース

• 実績、事例、適用領域
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Information Server導入実績サマリー

お客様名（敬称略） システム概要

A銀行 基幹情報系として、バッチ部分の代替、変換プログラムをInformation Serverにて構築

B銀行 BaselⅡ対応に伴う各システムとのデータ連携を実施

C銀行 次期情報系に位置づけられる新DBへのデータの加工部分に使用

D銀行 パッケージ導入に伴う、取引データのデータ加工として使用。日時3,500万件のデータを処理。

E金融機関 情報系システムのデータマート作成として使用

G証券 基幹システムと周辺システムの連携バッチHUBとして使用

J生命保険 データウェアハウスのマート作成に使用

L生命保険 グループ会社からの顧客データを収集し、各顧客を名寄せしグループ内の統合IDを付与

M生命保険 複数のサブシステム間のマスターデータ連携を実施するために、名寄せ、データ加工を実施。

I損害保険 情報系システムのデータマート作成として使用

H証券団体 各証券会社から集まったデータを文字コード変換、フォーマット統一処理を実施

F証券 会計システムの一部として、データの収集作業に導入

K金融機関 経営情報システム間のデータ連携システムとして使用

• 金融機関等公共性が高い多くの企業・機関にて、Information Serverをご採用いただいて

います。
• 国内40以上の金融機関、日本国内で350社以上にInformation Serverは導入されておりま

す。

• 金融機関等公共性が高い多くの企業・機関にて、Information Serverをご採用いただいて

います。
• 国内40以上の金融機関、日本国内で350社以上にInformation Serverは導入されておりま

す。
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Information Serverの適用領域

適用領域 要件 対応製品 メリット

システム統合

既存データの調査

新システムのデータモデリ
ング

Information Analyzer
Data Architect

データ統合前に実施するデータ
調査に要する工数の削減

データモデリング作業の効率化
と、再利用化の促進

BI（ビジネス・イ

ンテリジェンス）、
DWH

点在するデータの抽出、
変換、ロード処理の開発

蓄積データの鮮度向上

業務用語の整備

DataStage / FastTrack
Change Data Capture
Business Glossary

アプリケーション・ロジックの開発
や大量データ処理基盤構築に要す
るコストやリスクの削減

データ分析品質の向上

業務／IT担当者間の意思疎通

向上

MDM（マスター

データ管理）

データクレンジング

リアルタイム名寄せ

QualityStage
Information Services 

Director

重複レコードを削除し、高いデー
タ品質を確保

業務のスピードアップと顧客満足
度の向上

リスク、コンプラ
イアンス対応

データのトレーサビリティ
（追跡可能性）向上

Metadata Workbench
データの発生元、アプリケーショ

ンを特定し、コンプライアンスに沿っ
た処理がなされていることを確認
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IBM BI Solution Center のご紹介

- 業務特化型ソリューションとビジネス・イン
テリジェンス／インフォメーション・オンデマン
ド活用例のご提案

- お客様のビジネス環境を前提としたProof 
of Conceptの実施

- Software Center of Competency
（SWCOC）でのソリューション・セミナー開催

- ソフトウエア／ハードウエア製品選定

- 基盤アーキテクチャ・デザイン

- BIベスト・プラクティスに基づいたハードウ
エア・サイジングと構成作成支援

- パフォーマンス・チューニングのガイドライン

- 製品情報のUPDATE、情報発信

Business Solution Infrastructure Technical Support

製品選定 システム
構成検討

データ統
合・モデル
設計・実
装

レポート
ダッシュ
ボード開
発

性能検証 拡張プラン

情報統合・活用の全フェーズを End to End で支援する One Stop Support Hub

Warehouse
MDM
Information Server
Industry Model

Cognos8 BI
Cognos8 Planning
Cognos Controller
Cognos NOW!
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